
 
 

 
 
 
 
 
 
  物事の見方・考え方を育てるのに参考となる一冊をご紹介します。この他にもカリセンには魅力ある本

が、みなさんを待っています！ 「後期新着図書」は、こちら⇒ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      「研究課 HP」は、こちら⇒ 
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文化人類学者が目指すのは、人々の暗黙のルールの詳細で具

体的な記述です。「見えていないもの」を指す言葉はない、その

ことに気づいて新たな言葉を与えていくのも文化人類学の仕事

の一つだそうです。 

「日常的には見たいものしか見えていないということを自覚し、反省的にとらえる思考

を忘れないように」と筆者は、フィールドワークの時、自分に言い聞かせています。 

自分にとってのあたりまえが、実はあたりまえではなかったことに気づかせてくれる、未

来のための文化人類学入門書です。 

自分のあたりまえを切り崩す 文化人類学入門   

箕曲在弘    大和書房 

 

カリセンには、こんな資料もあります 

京都市総合教育センター「研究課」の１年間の研究成果を 

「研究紀要」やリーフレット「京都発！確かな教育実践のために」で 

ご覧いただけます。（バックナンバーもそろっています。） 

ぜひ 

ご活用ください！ 

図書情報 - 京都市総合教育センター

研究課の概要 - 京都市総合教育センター



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  特集１：通知表を渡すときのちょっとした工夫 

      ・事前指導で押さえておきたい通知表のマナーと見る視点（言葉かけと場の設定） 

      ・通知表を渡すときは横に並んで（幼稚園での通知表渡し） 

      ・子ども自身の気づきから自己変容を促していく（肯定的な視点でかかわる） 

      ・子どもを勇気づける通知表渡し（どう渡すかは大事な学級経営戦略） 

 

  特集２：新年度の“ギャップ”を軽減するために 

      ・進学先での困難を軽減するための予防の視点 

（小 1 プロブレム・中 1 ギャップ・高 1 クライシス） 

      ・「中 1 ギャップ」を児童生徒の成長の場ととらえて支援する 

（自信をもたせる「自分史」づくり・保護者だって不安） 

      ・次のステップに向かう春にこそしたい五つの「種まき」 

（中学からの支援の引き継ぎ） 

      ・見通しを持った「締めくくり」が次年度への期待や成長への弾みになる 

今月は、年度末に向けた「特集」を取り上げて紹介しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

残念ながら、現在休刊中ですが、参考事例も多く活用しやすい教育雑誌です。他にもバ
ックナンバーを揃えています。貸出申込は E メールで‧返却はメール便で行えます。ぜ
ひ、ご活用ください。 

図書の紹介 
『月刊 学校教育相談 ２０２４．３月号』 ほんの杜出版株式会社：発行所 

小林 敏史：発行人 

『月刊 学校教育相談』について 
先生‧子ども‧親の信頼関係づくりをめざす雑誌です 
★相談係‧学級担任の相談活動事例が満載の雑誌です 
★スクールカウンセラーとの連携には欠かせない雑誌です 
★さまざまな相談の技法が学べる雑誌です 
★教育相談をめぐる最新の話題にふれることができる 

学校の現実を踏まえ、「学校で実際に役立つ教育相談活動」を追求していきます 
（月刊 学校教育相談ホームページより） 

■カリセン開室時間（通常）      

 □月曜日・木曜日         午前 9 時～午後５時 15 分 

 

 □火曜日・水曜日・金曜日  午前 9 時～午後８時 15 分    □土曜日・日曜日・祝日は閉室   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

今回は「児童生徒用 ID/PW/パスコード印刷ツール（ID印刷ツール）」の使い方
について紹介します。これは、児童生徒個々の ID・パスワード・パスコードが記
入されたカードを簡単に作成でき、印刷して配布できるものです。 

児童生徒用 ID/PW/パスコード印刷ツール
活 用 方 法 

１「ID 印刷ツール」をダウンロードし、起動する。 

 そして「①GIGA‐ID」をクリックする。 

 
操作方法動画「はじめての iPad ログイン」 
の下にある「ID 印刷ツール」って何？ 

 大変便利な 
機能です！ 

iPad 使用に際して 
⇒設定やアプリ使用等に「M365 アカウント」と「パスワード」が必要です。 
 ※全児童生徒分があらかじめ作成されており、所定のフォルダに保存されています。 
⇒ログイン時には、4桁または 6桁の「パスコード」が必要です。 
 ※児童生徒もしくは教師が任意の数字を設定します。  

パスコードを設
定して、全員の
カードを作るの
は大変だー 

そこで ID 印刷ツールが役立ちます！ 

２学年・組を入力し、教育委員会より配布されてい

る ID と PW を貼り付ける。 

３「②パスコード作成」タブをクリックし

開く。4 桁と 6 桁のパスコードが自動的

に表示される。 

 また、ランダムに作るなら右の「4 桁作

成」「6桁作成」ボタンを押すとランダム

な数字が作成される。 

４「③配布カード」タブをクリックする。印

刷したい個人番号や範囲などを入力し、

印刷ボタンをクリックするとデスクトッ

プに「パスコード」フォルダが作成され、

その中に A4 で個々のカードが作成され

る。それを印刷する。 

 
ぜひ、 
ご活用ください 


